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香 と 文 人 










































・『香譜』二巻（宋 洪芻（字 駒父）） 






















































































「香品」 （83種）、「香異」 （７０種）  →原香の来歴、原産地 
巻二・巻三 
「凝和諸香」（223種）  →合香の配合法、使用法 
「佩熏諸香」（44種）  →衣類等に焚きしめる香の種類とその方法 





















































琢瓷作鼎碧於水   瓷を琢
みが
きて鼎と作せば 水よりも碧し 
削銀為葉軽如紙。  銀を削りて葉を為れば 軽きこと紙の如し 
不文不武火力均   文ならず武ならず 火力 均し 
閉閣下簾風不起。  閣を閉じ簾を下せば 風起らず 
詩人自炷古龍涎   詩人 自ら 古龍涎を炷
た
き 
但令有香不見煙。  但だ香のみ有りて煙を見ざらしむ 
素馨欲開末利折   素馨 開かんと欲して 末利 折れ 






平生飽識食山村味  平生 飽くまで識る 山村の味 
不奈此香殊嫵媚。  奈んともせず 此の香 殊に嫵媚なるを。 
呼児急報蒸木犀   児を呼び急ぎ報ず 木犀を蒸せと 
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Ｃ掃地 
１衡茅隨力葺幽居，掃地焚香樂有餘。（陸游「北窗即事二首」其一） 
２小几研朱晨點易，重簾掃地晝焚香。（陸游「閑詠」） 
 
Ｄ喫茶 
１鈍置詩盟酒約，只自焚香喫茶。（白玉蟾「呈嬾翁 其一」） 
 
Ｅ閉鎖した空間で 1人すごす 
１折梅著句聊排悶，閉戸焚香剩放慵。（陸游「睡起書事」） 
２焚香燒燭恣狂吟，管甚鼕鼕催五鼓。（胡仲弓「抱拙以三通鼓爲韻見寄次韻」） 
 
ここからわかるのは、文人が「静謐かつ清浄な空間（書斎）に香りを満たす」という行為は、いわ
ば、「自分一人の世界にとじこもるための切り替えスイッチ」であるということです。香を焚くこと
によって気持ちを落ち着かせ、思考や読書に集中することができました。彼らにとって香は、けっし
て「睡眠前のリラックスアロマ」などではなく、おのれの精神世界の構築を手助けしてくれる嗜好品
でした。閉鎖された空間で香を焚くことによって、自身を外界から切り離し、精神活動をほしいまま
にすることができたのです。 
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資料１：地図  
